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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極金属薄板に電気的に接続される正極集電部材が接続される正電極タブ部を前記正極
金属薄板の縁部である正極第１縁部から延出形成した正電極シートと、
　負極金属薄板に電気的に接続される負極集電部材が接続される負電極タブ部を前記負極
金属薄板の縁部である負極第１縁部から延出形成した負電極シートと、
　前記正電極シートと前記負電極シートとの間に介在して前記正電極シートと前記負電極
シートとを絶縁させるシート状のセパレータとを有し、
　これらを複数積層して層状に形成してなる電極体を備え、
　前記電極体がケース内に収容されることで構成される蓄電装置であって、
　前記正電極シート表面には、前記正極第１縁部とは反対側の縁部である正極第２縁部を
含んで正極活物質が塗布される正極塗工領域と、
　前記正極活物質が塗布されていない正極未塗工領域と、
　前記正極塗工領域と前記正極未塗工領域との境界である正極境界とが形成され、
　前記正極境界は、前記正極第１縁部と前記正極第２縁部との間に形成され、
　前記負電極シート表面には、前記負極第１縁部とは反対側の縁部である負極第２縁部を
含んで負極活物質が塗布される負極塗工領域と、
　前記負極活物質が塗布されていない負極未塗工領域と、
　前記負極塗工領域と前記負極未塗工領域との境界である負極境界とが形成され、
　前記負極境界は、前記負極第１縁部と前記負電極タブ部の先端部との間に形成され、
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　前記負極第１縁部、及び前記正極第１縁部は、前記電極体における同一縁部側に配置さ
れており、
　前記負極第１縁部から前記負極第２縁部までの長さは、前記正極第１縁部から前記正極
第２縁部までの長さより大きく、
　前記正極境界は、前記負極第１縁部と前記負極第２縁部との間に形成されていることを
特徴とする蓄電装置。
【請求項２】
　前記正極金属薄板の面方向において、前記正電極タブ部の延出方向と直交する方向の長
さは、前記負極金属薄板の面方向において、前記負電極タブ部の延出方向と直交する方向
の長さよりも小さいことを特徴とする請求項１に記載の蓄電装置。
【請求項３】
　前記セパレータにおける前記正電極タブ部が延出する方向の縁部は、前記正極第１縁部
よりも前記正電極タブ部の先端部側に配置され、
　前記セパレータにおける前記負電極タブ部が延出する方向の縁部は、前記負極第１縁部
よりも前記負電極タブ部の先端部側に配置されていることを特徴とする請求項１または２
に記載の蓄電装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の蓄電装置を搭載したことを特徴とする車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓄電装置、及び蓄電装置を搭載した車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、蓄電装置の一種である二次電池としては、リチウムイオン二次電池や、ニッ
ケル水素二次電池などが知られている。例えば、リチウムイオン二次電池では、縁部に電
極タブ部が延出形成された金属薄板を含んで構成された正電極シート及び負電極シートを
積層、或いは捲回して各電極シートが層状構造をなす電極体を形成し、当該電極体をケー
スに収容した構成とされている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　特許文献１では、各電極シートの金属薄板の表面に活物質層を形成するとともに、電極
タブ部には活物質層を形成せず、当該電極タブ部と、ケースの外部に形成される外部端子
（電極端子）とを集電端子（集電部材）により電気的に接続している。そして、特許文献
１では、負電極シートよりも正電極シートを小さく形成することにより、活物質層が形成
された形成領域（電極シート）の大きさの不均衡に伴う電池容量の低下を抑制している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－９６８３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、前述の活物質層は、活物質、導電剤、及びバインダを混合したペースト状の
活物質合剤を金属薄板の表面に塗布して形成するのが一般的である。このため、活物質層
を常に一定の範囲で形成することが困難であり、活物質層の形成領域（形成位置）に加工
誤差が生じるのが通常である。
【０００６】
　このため、例えば正電極シートにおいて、前記加工誤差によって電極タブ部にまで活物
質層が形成される可能性のある場合には、正電極タブ部の側方にはみ出した活物質が無駄
になる虞がある。さらにこの場合には、電極体における各電極シートの積層方向（前記層
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状構造の層方向と直交する方向）において、正電極タブ部に形成された正極活物質層をも
負極活物質層に含ませるために、負電極シート（金属薄板）そのものを拡張する必要があ
る。
【０００７】
　しかしながら、このような構成を採用した場合、正電極タブ部の側方には、そもそも正
極活物質層（金属薄板）そのものが存在しない。このため、負電極シートにおいて、正電
極タブ部の側方に対応して配置される部位は、電池容量の向上に殆ど寄与することがなく
、蓄電装置としてのエネルギ密度の低下を招く可能性もある。
【０００８】
　この発明は、上記従来技術に存在する問題点に着目してなされたものであり、その目的
は、活物質の使用率を向上させつつ、エネルギ密度を向上できる蓄電装置、及び車両を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、正極金属薄板に電気的に接続さ
れる正極集電部材が接続される正電極タブ部を前記正極金属薄板の縁部である正極第１縁
部から延出形成した正電極シートと、負極金属薄板に電気的に接続される負極集電部材が
接続される負電極タブ部を前記負極金属薄板の縁部である負極第１縁部から延出形成した
負電極シートと、前記正電極シートと前記負電極シートとの間に介在して前記正電極シー
トと前記負電極シートとを絶縁させるシート状のセパレータとを有し、これらを複数積層
して層状に形成してなる電極体を備え、前記電極体がケース内に収容されることで構成さ
れる蓄電装置であって、前記正電極シート表面には、前記正極第１縁部とは反対側の縁部
である正極第２縁部を含んで正極活物質が塗布される正極塗工領域と、前記正極活物質が
塗布されていない正極未塗工領域と、前記正極塗工領域と前記正極未塗工領域との境界で
ある正極境界とが形成され、前記正極境界は、前記正極第１縁部と前記正極第２縁部との
間に形成され、前記負電極シート表面には、前記負極第１縁部とは反対側の縁部である負
極第２縁部を含んで負極活物質が塗布される負極塗工領域と、前記負極活物質が塗布され
ていない負極未塗工領域と、前記負極塗工領域と前記負極未塗工領域との境界である負極
境界とが形成され、前記負極境界は、前記負極第１縁部と前記負電極タブ部の先端部との
間に形成され、前記負極第１縁部、及び前記正極第１縁部は、前記電極体における同一縁
部側に配置されており、前記負極第１縁部から前記負極第２縁部までの長さは、前記正極
第１縁部から前記正極第２縁部までの長さより大きく、前記正極境界は、前記負極第１縁
部と前記負極第２縁部との間に形成されていることを要旨とする。
【００１０】
　これによれば、正電極シートの正極第１縁部には、正電極タブ部が延出形成されている
とともに、正電極シートの表面には、正極第１縁部とは反対側の縁部である正極第２縁部
を含んで正極活物質が塗布される正極塗工領域が形成されている。そして、正電極シート
において、正極塗工領域と正極活物質が塗布されていない正極未塗工領域との境界である
正極境界は、正極第１縁部と正極第２縁部との間に形成されている。このため、正電極タ
ブ部、及び正極金属薄板における正極第１縁部側には、正極未塗工領域が設けられること
になる。したがって、正電極タブ部の側方へのはみ出しによって正極活物質が無駄になっ
てしまうことを抑制し、活物質の使用率を向上させることができる。また、負電極シート
において、負極活物質が塗布される負極塗工領域と、負極活物質が塗布されていない負極
未塗工領域との境界である負極境界は、負電極タブ部が延出形成された負極第１縁部と負
電極タブ部の先端部との間に形成されている。そして、正極境界は、負極第１縁部と、当
該負極第１縁部とは反対側の縁部である負極第２縁部側との間に形成されている。このた
め、負電極シートの負極第１縁部が正電極シートにおける正極境界よりも負極第２縁部側
に配置されない範囲で、負電極シートの負極第１縁部を正電極シートにおける正極境界に
近接させることができる。したがって、負電極シートを構成する金属薄板を小型化して、
エネルギ密度を向上させることができる。
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【００１１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の蓄電装置において、前記正極金属薄板の面
方向において、前記正電極タブ部の延出方向と直交する方向の長さは、前記負極金属薄板
の面方向において、前記負電極タブ部の延出方向と直交する方向の長さよりも小さいこと
を要旨とする。
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の蓄電装置において、前記セパレー
タにおける前記正電極タブ部が延出する方向の縁部は、前記正極第１縁部よりも前記正電
極タブ部の先端部側に配置され、前記セパレータにおける前記負電極タブ部が延出する方
向の縁部は、前記負極第１縁部よりも前記負電極タブ部の先端部側に配置されていること
を要旨とする。
【００１２】
　これによれば、正電極タブ部と負電極シートとの間、及び負電極タブ部と正電極シート
との間における絶縁性を好適に確保することができる。
　請求項４に記載の発明は、車両において、請求項１～３のいずれか一項に記載の電極積
層体を搭載したことを要旨とする。
【００１３】
　これによれば、蓄電装置として活物質の使用率を向上させつつ、エネルギ密度を向上で
きるとともに、これに伴って１回の満充電で利用可能な電力量を向上させたり、或いは蓄
電装置を小型化したりできる。このため、車両としての充電サイクルを長くしたり、蓄電
装置の設置部位に自由度を与えたりすることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、活物質の使用率を向上させつつ、エネルギ密度を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】二次電池を模式的に示す斜視図。
【図２】電極体を模式的に示す分解斜視図。
【図３】（ａ）は、正電極シートの正面図、（ｂ）は、負電極シートの正面図。
【図４】別の実施形態における電極体を模式的に示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を具体化した一実施形態を図１～図３にしたがって説明する。
　図１に示すように、車両（例えば産業車両や乗用車両）に搭載される蓄電装置としての
二次電池１０は、全体として扁平な略直方体状をなすケース１１を備えている。ケース１
１は、有底筒状（本実施形態では四角筒状）に形成された本体部材１２、及び本体部材１
２の開口部１２ａを密閉するように、本体部材１２に組み付けられる平板状（本実施形態
では矩形平板状）をなす蓋部材１３から形成されている。本体部材１２、及び蓋部材１３
は、何れも金属（例えばステンレスやアルミニウムなど）から形成されている。以下の説
明では、矢印Ｙ１に示すケース１１の長手方向を左右方向と示し、矢印Ｙ２に示すケース
１１の高さ方向を上下方向と示し、図３で矢印Ｙ３に示すケース１１の短手方向を前後方
向と示す。
【００１７】
　蓋部材１３の外面（上面）には、円柱状（略円柱状）をなす正極端子１５、及び負極端
子１６が突出形成されている。なお、正極端子１５及び負極端子１６は、ケース１１（本
体部材１２及び蓋部材１３）と絶縁された状態とされている。
【００１８】
　また、図１及び図２に示すように、ケース１１（本体部材１２）には、全体として左右
方向に扁平な直方体状（略直方体状）をなす電極体１８が収容（収納）されている。この
電極体１８は、正電極シート２１と、負電極シート３１と、正電極シート２１及び負電極
シート３１の間に介在して（挟まれて）正電極シート２１と負電極シート３１とを絶縁さ
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せるシート状のセパレータ（隔膜）１９とを有し、これらを複数積層して層状に形成して
なる。なお、電極体１８は、絶縁材料からなる図示しない絶縁袋に覆われた状態でケース
１１に収容されている。また、ケース１１内には、例えばリチウムイオン二次電池や、ニ
ッケル水素二次電池というように、二次電池１０の種類に応じた電解質（電解液）が充填
されている。
【００１９】
　図２に示すように、正電極シート２１は、矩形のシート状をなす正極金属薄板（金属シ
ート）としての正極金属箔２２を備えている。また、負電極シート３１は、矩形のシート
状をなす負極金属薄板（金属シート）としての負極金属箔３２を備えている。正極金属箔
２２及び負極金属箔３２は、例えばリチウムイオン二次電池や、ニッケル水素二次電池と
いうように、二次電池１０の種類に応じた金属により形成される。また、正電極シート２
１の正極金属箔２２と、負電極シート３１の負極金属箔３２とは、異なる種類の金属が用
いられる。本実施形態において、正極金属箔２２は、例えばアルミニウムからなる一方で
、負極金属箔３２は、例えば銅からなる。
【００２０】
　図３（ａ）に示すように、正電極シート２１は、正極金属箔２２の上縁部である正極上
縁部２３から上方へ向かって延出形成された台形状（略矩形）をなす正電極タブ部２４を
備えている。本実施形態の正電極タブ部２４は、正電極シート２１において正極金属箔２
２と一体に形成されている。また、正電極タブ部２４は、正極上縁部２３の左端に形成さ
れている。本実施形態では、矢印Ｙ２に示す上下方向のうち上方へ向かう方向が、正電極
タブ部２４が延出する方向（延出方向）となり、正電極タブ部２４の基端部が形成される
正極上縁部２３が正極第１縁部となる。
【００２１】
　また、正電極シート２１の両表面（前面及び後面）には、正電極タブ部２４の延出方向
における正極上縁部２３の反対側の縁部である正極下縁部２５を含み、当該正極下縁部２
５から一定幅（一定高さ）で、左右方向の全幅にわたり正極活物質が塗布され、正極活物
質層２６が形成されている。本実施形態では、正極活物質層２６が形成された領域が、正
極活物質が塗布された正極塗工領域２６ａとなる。
【００２２】
　また、正電極シート２１の両表面には、正電極タブ部２４を含み、正電極タブ部２４の
先端部２４ａから一定幅（一定高さ）で、左右方向の全幅にわたり正極活物質が塗布され
ていない（正極活物質層２６が形成されていない）正極未塗工領域２６ｂが形成されてい
る。そして、正電極シート２１の両表面には、正極塗工領域２６ａと正極未塗工領域２６
ｂとの境界である正極境界２６ｃが形成されている。本実施形態では、正極下縁部２５が
正極第２縁部となる。
【００２３】
　正電極シート２１において、正極下縁部２５から正極上縁部２３までの長さ（正極金属
箔２２の高さ）Ｌ１ａは、正極下縁部２５から正極境界２６ｃまでの長さ（正極塗工領域
２６ａの高さ）Ｌ２ａより大きい。なお、本実施形態の正電極シート２１において、正極
上縁部２３及び正極下縁部２５と、正極境界２６ｃとは、平行（略平行）をなしている。
【００２４】
　したがって、正電極シート２１には、正極金属箔２２の正極上縁部２３に沿って正極未
塗工領域２６ｂが延設されているとともに、正電極タブ部２４には、正極活物質層２６が
形成されていない。このため、正電極シート２１において、正極境界２６ｃは、正極金属
箔２２において正極上縁部２３よりも正極下縁部２５側に形成されている。即ち、正極境
界２６ｃは、正極金属箔２２において正極上縁部２３と正極下縁部２５との間に形成され
ている。
【００２５】
　また、図３（ｂ）に示すように、負電極シート３１は、当該負電極シート３１における
負極金属箔３２の上縁部である負極上縁部３３から上方へ向かって延出形成された台形状
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（略矩形）をなす負電極タブ部３４を備えている。本実施形態の負電極タブ部３４は、負
電極シート３１において負極金属箔３２と一体に形成されている。また、負電極タブ部３
４は、負極上縁部３３の右端に形成されている。本実施形態では、矢印Ｙ２に示す上下方
向のうち上方へ向かう方向が、負電極タブ部３４が延出する方向（延出方向）となり、負
電極タブ部３４の基端部が形成される負極上縁部３３が負極第１縁部となる。
【００２６】
　また、負電極シート３１の両表面（前面及び後面）には、負電極タブ部３４の延出方向
における負極上縁部３３とは反対側の縁部である負極下縁部３５から一定幅（一定高さ）
で、左右方向の全幅にわたり負極活物質が塗布され、負極活物質層３６が形成されている
。本実施形態では、負極活物質層３６が形成された領域が、負極活物質が塗布された負極
塗工領域３６ａとなる。
【００２７】
　また、負電極シート３１の両表面には、負電極タブ部３４の先端部３４ａから一定幅（
一定高さ）で、左右方向の全幅にわたり負極活物質が塗布されていない（負極活物質層３
６が形成されていない）負極未塗工領域３６ｂが形成されている。そして、負電極シート
３１の両表面には、負極塗工領域３６ａと負極未塗工領域３６ｂとの境界である負極境界
３６ｃが形成されている。本実施形態では、負極下縁部３５が負極第２縁部となる。
【００２８】
　負電極シート３１において、負極下縁部３５から負極上縁部３３までの長さ（負極金属
箔３２の高さ）Ｌ１ｂは、負極下縁部３５から負極境界３６ｃまでの長さ（負極塗工領域
３６ａの高さ）Ｌ２ｂより小さい。また、負電極シート３１において、負極下縁部３５か
ら負極境界３６ｃまでの長さＬ２ｂは、負極下縁部３５から負電極タブ部３４の先端部３
４ａまでの長さ（負電極シート３１の高さ）Ｌ３より小さい。なお、本実施形態の負電極
シート３１において、負極上縁部３３及び負極下縁部３５と、負極境界３６ｃとは、平行
（略平行）をなしている。
【００２９】
　したがって、負電極シート３１には、負極金属箔３２の両表面の全面に負極活物質層３
６が形成されている。そして、負電極タブ部３４には、基端部（負極金属箔３２）側の一
部に負極活物質層３６が形成されている一方で、先端部３４ａ側には、正極活物質層２６
が形成されていない。このため、負電極シート３１において、負極境界３６ｃは、負極金
属箔３２の負極上縁部３３よりも負電極タブ部３４の先端部３４ａ側に形成されている。
即ち、負極境界３６ｃは、負極上縁部３３と負電極タブ部３４の先端部３４ａとの間に形
成されている。
【００３０】
　そして、図３（ａ）及び図３（ｂ）に示すように、正電極シート２１の面方向において
、正電極タブ部２４の延出方向と直交する方向（左右方向）の長さＬ４は、他方の電極で
ある負電極シート３１の面方向において、負電極タブ部３４の延出方向と直交する方向（
左右方向）の長さＬ５よりも小さい。また、負電極シート３１における負極下縁部３５か
ら負極上縁部３３までの長さＬ１ｂは、正電極シート２１における正極下縁部２５から正
極上縁部２３までの長さＬ１ａより突出するように大きい。
【００３１】
　また、負電極シート３１における負極下縁部３５から負極上縁部３３までの長さＬ１ｂ
は、正電極シート２１における正極下縁部２５から正極境界２６ｃまでの長さＬ２ａより
も大きい。なお、正電極シート２１における正極下縁部２５から正極上縁部２３までの長
さＬ１ａは、負電極シート３１における負極下縁部３５から負極境界３６ｃまでの長さＬ
２ｂより小さい。
【００３２】
　また、セパレータ１９は、絶縁性を有する樹脂材料からなり、極めて微細な空孔構造を
なす矩形の多孔性シートとされている。図３（ｂ）に示すように、セパレータ１９の上下
方向の長さ（高さ）Ｌ６は、負電極シート３１における負極下縁部３５から負極境界３６
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ｃまでの長さＬ２ｂより大きい。また、セパレータ１９の左右方向の長さＬ７は、負電極
シート３１の面方向において、負電極タブ部３４の延出方向と直交する方向（左右方向）
の長さＬ５より大きい。
【００３３】
　そして、図２に示すように、電極体１８は、正電極シート２１及び負電極シート３１の
間にセパレータ１９を挟んだ状態で、正電極シート２１及び負電極シート３１を前後方向
（厚さ方向）に積層して形成されている。詳しく言えば、電極体１８において、正電極シ
ート２１及び負電極シート３１は、…→正電極シート２１→負電極シート３１→正電極シ
ート２１…のように、交互に配置されている。本実施形態では、矢印Ｙ３に示す前後方向
が電極体１８（正電極シート２１及び負電極シート３１）の積層方向となる。また、負電
極シート３１において負電極タブ部３４が延出形成された負極上縁部３３、及び正電極シ
ート２１において正電極タブ部２４が延出形成された正極上縁部２３は、電極体１８にお
ける同一縁部（本実施形態では蓋部材１３側となる上縁部）側に配置されている。
【００３４】
　このため、図１に示すように、電極体１８において上縁部の左端には、複数の正電極タ
ブ部２４がセパレータ１９を間に挟まない状態で複数積層して層状構造（層状）をなす集
電部（タブ群）としての正極集電部２８が上方に向かって延出形成されている。また、電
極体１８において上縁部の右端には、複数の負電極タブ部３４がセパレータ１９を間に挟
まない状態で複数積層して層状構造（層状）をなす集電部（タブ群）としての負極集電部
２９が形成されている。
【００３５】
　そして、図３に示すように、電極体１８において、正電極シート２１における正極境界
２６ｃは、負電極シート３１における負極上縁部３３及び負極境界３６ｃよりも、正電極
シート２１の正極下縁部２５及び負電極シート３１の負極下縁部３５側に形成されている
。即ち、本実施形態の正極境界２６ｃは、負極上縁部３３と負極下縁部３５との間に形成
されている。
【００３６】
　また、電極体１８において、正電極シート２１における左右方向の両縁部は、負電極シ
ート３１における左右方向の両縁部よりも内側に配置されている。また、正電極シート２
１における正極下縁部２５は、負電極シート３１における負極下縁部３５よりも上方（正
電極タブ部２４及び負電極タブ部３４側）に配置されている。
【００３７】
　したがって、本実施形態の電極体１８では、電極体１８の積層方向において、正電極シ
ート２１における正極塗工領域２６ａが、負電極シート３１における負極塗工領域３６ａ
に含まれている。より詳しく言えば、電極体１８の積層方向から見た場合において、正電
極シート２１の正極塗工領域２６ａは、負電極シート３１の負極塗工領域３６ａに包含（
包摂）されている。
【００３８】
　また、セパレータ１９の上縁部１９ａは、電極体１８における左右方向の全幅において
、正電極シート２１における正極上縁部２３よりも先端部２４ａ側であって、且つ負電極
シート３１における負極上縁部３３（負極境界３６ｃ）よりも先端部３４ａ側に配置され
ている。なお、セパレータ１９の上縁部１９ａは、正電極タブ部２４及び負電極タブ部３
４が延出する方向の縁部となる。また、本実施形態の電極体１８では、電極体１８におけ
る前記積層方向において、正電極シート２１における正極塗工領域２６ａ、及び負電極シ
ート３１における負極塗工領域３６ａがセパレータ１９に含まれている。
【００３９】
　本実施形態の正電極シート２１は、正極金属箔２２を上述した形状に打ち抜き加工した
後、正極活物質、導電剤、及びバインダを混合したペースト状をなす正極用の活物質合剤
を塗布して正極活物質層２６を形成し、得ることができる。同様に、負電極シート３１は
、負極金属箔３２を上述した形状に打ち抜き加工した後、負極活物質、導電剤、及びバイ
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ンダを混合したペースト状をなす負極用の活物質合剤を塗布して負極活物質層３６を形成
し、得ることができる。また、本実施形態の正電極シート２１は、帯状（長尺のシート状
）をなす正極金属箔２２に対して正極用の活物質合剤を塗布した後、上述した形状に打ち
抜き加工して得ることもできる。同様に、本実施形態の負電極シート３１は、帯状をなす
負極金属箔３２に対して負極用の活物質合剤を塗布した後、上述した形状に打ち抜き加工
して得ることもできる。
【００４０】
　そして、図１に示すように、正極集電部２８（正電極タブ部２４）には、正極集電部材
としての正極集電端子４０が接合され、電気的に接続されているとともに、正極集電端子
４０は、上述した正極端子１５と電気的に接続されている。また、負極集電部２９（負電
極タブ部３４）には、負極集電部材としての負極集電端子４１が接合され、電気的に接続
されているとともに、負極集電端子４１は、上述した負極端子１６と電気的に接続されて
いる。
【００４１】
　次に、本実施形態の二次電池１０の作用について説明する。
　正電極シート２１において正極境界２６ｃは、正電極タブ部２４が形成された正極第１
縁部としての正極上縁部２３よりも正極第２縁部としての正極下縁部２５側に形成されて
いる。このため、正電極シート２１において、正電極タブ部２４、及び正極金属箔２２に
おける正極上縁部２３側には、正極未塗工領域２６ｂが設けられることになる。
【００４２】
　例えば、正極金属箔２２の正極上縁部２３まで正極活物質層２６（正極塗工領域２６ａ
）を形成しようとする場合には、前述した正極用の活物質合剤を塗布する際の加工誤差に
よって、正電極タブ部２４にまで正極活物質層２６が形成されてしまう可能性が生じる。
この場合には、正極金属箔２２からはみ出す分だけ、正極活物質に無駄が生じる。このよ
うな問題は、打ち抜き加工後の正極金属箔２２に正極用の活物質合剤を塗布して正電極シ
ート２１を製造する場合、及び正極活物質層２６を形成した正極金属箔２２を打ち抜き加
工して正電極シート２１を製造する場合の何れであっても生じ得る問題である。
【００４３】
　さらに、この場合には、電極体１８における正電極シート２１及び負電極シート３１の
面方向と直交する方向（積層方向）において、正電極タブ部２４に形成された正極活物質
層２６をも負電極シート３１の負極塗工領域３６ａに含ませるため、負電極シート３１の
負極金属箔３２そのものを上方へ拡張する必要が生じてしまう。なお、上記面方向と直交
する方向（積層方向）において、負電極シート３１の負極塗工領域３６ａに正電極シート
２１の正極塗工領域２６ａが含まれない場合には、金属リチウムが負電極シート３１周り
で析出する可能性が高くなる。
【００４４】
　本実施形態において、正電極タブ部２４の側方（本実施形態では右側方）には、そもそ
も正極金属箔２２や正極活物質層２６そのものが存在しない。このため、負電極シート３
１において、正電極タブ部２４の側方に対応して配置される部位（領域）は、二次電池１
０としての電池容量の向上に殆ど寄与することがなく、却って二次電池１０としてのエネ
ルギ密度の低下を招く。
【００４５】
　しかしながら、本実施形態の二次電池１０では、正電極シート２１において、正電極タ
ブ部２４、及び正極金属箔２２における正極上縁部２３側に正極未塗工領域２６ｂを設け
ている。
【００４６】
　このため、本実施形態では、打ち抜き加工した正極金属箔２２に対して正極活物質層２
６を形成する場合、正電極タブ部２４の側方へ活物質合剤がはみ出すことで、正極活物質
が無駄になってしまうことを抑制し、活物質の使用率を向上できる。同様に、本実施形態
では、正極金属箔２２に正極活物質層２６を形成してから打ち抜き加工する場合であって
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も、正電極シート２１とならない領域に形成された正極活物質層２６が無駄となってしま
うことを抑制し、活物質の使用率を向上できる。そして、本実施形態によれば、上述した
構成を採用することにより、負電極シート３１において、正電極シート２１に形成した正
極活物質層２６（正極未塗工領域２６ｂ）と対応しない領域が生じることを抑制し、エネ
ルギ密度を向上させることができる。
【００４７】
　また、負電極シート３１における負極境界３６ｃは、負電極タブ部３４が形成された負
極上縁部３３よりも負電極タブ部３４の先端部３４ａ側に形成されていることから、負極
活物質層３６が負極金属箔３２において負極上縁部３３まで形成される。そして、正電極
シート２１における正極活物質層２６の正極境界２６ｃは、負電極シート３１における負
極境界３６ｃよりも負極下縁部３５側であって、負極上縁部３３よりも負極下縁部３５側
に形成されている。このため、負電極シート３１の負極上縁部３３が正電極シート２１に
おける正極境界２６ｃよりも負極下縁部３５側に配置されない範囲で、負電極シート３１
の負極上縁部３３を正電極シート２１における正極境界２６ｃに近接させることができる
。したがって、負電極シート３１を構成する負極金属箔３２を小型化して、エネルギ密度
を向上させることができる。
【００４８】
　したがって、本実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（１）正電極シート２１の正極上縁部２３には、正電極タブ部２４が延出形成されてい
るとともに、正電極シート２１の表面には、正極上縁部２３とは反対側の縁部である正極
下縁部２５を含んで正極活物質が塗布された正極塗工領域２６ａが形成されている。そし
て、正電極シート２１において、正極塗工領域２６ａと正極未塗工領域２６ｂとの境界で
ある正極境界２６ｃは、正極上縁部２３と正極下縁部２５との間に形成されている。この
ため、正電極タブ部２４、及び正極金属箔２２における正極上縁部２３側には、正極未塗
工領域２６ｂが設けられることになる。したがって、正電極タブ部２４の側方へのはみ出
しによって正極活物質が無駄になってしまうことを抑制し、活物質の使用率を向上させる
ことができる。また、負電極シート３１において、負極塗工領域３６ａと負極未塗工領域
３６ｂとの負極境界３６ｃは、負電極タブ部３４が延出形成された負極上縁部３３と負電
極タブ部３４の先端部３４ａとの間に形成されている。そして、正極境界２６ｃは、負極
上縁部３３と、当該負極上縁部３３とは反対側の縁部である負極下縁部３５との間に形成
されている。このため、負電極シート３１の負極上縁部３３が正電極シート２１における
正極境界２６ｃよりも負極下縁部３５側に配置されない範囲で、負電極シート３１の負極
上縁部３３を正電極シート２１における正極境界２６ｃに近接させることができる。した
がって、負電極シート３１を構成する負極金属箔３２を小型化して、エネルギ密度を向上
させることができる。
【００４９】
　（２）セパレータ１９の上縁部１９ａは、正極上縁部２３よりも正電極タブ部２４の先
端部２４ａ側に配置されているとともに、負極上縁部３３よりも負電極タブ部３４の先端
部３４ａ側に配置されている。このため、正電極タブ部２４と負電極シート３１との間、
及び負電極タブ部３４と正電極シート２１との間における絶縁性を好適に確保することが
できる。
【００５０】
　（３）二次電池１０として活物質の使用率を向上させつつ、エネルギ密度を向上できる
とともに、これに伴って１回の満充電で利用可能な電力量を向上させたり、或いは二次電
池１０を小型化したりできる。
【００５１】
　実施形態は上記のように限定されるものではなく、例えば以下のように具体化してもよ
い。
　○　図４に示すように、電極体１８は、正電極シート２１、負電極シート３１、及びセ
パレータ１９を帯状（長尺のシート状）に形成するとともに、セパレータ１９を間に挟ん
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だ状態で、正電極シート２１及び負電極シート３１を渦まき状に捲回し、正電極シート２
１及び負電極シート３１が層状構造（層状）をなすように形成してもよい。この場合、正
電極シート２１の正極上縁部２３には、正電極シート２１の長さ方向において所定間隔で
正電極タブ部２４を延出形成する一方で、負電極シート３１の負極上縁部３３には、負電
極シート３１の長さ方向において所定間隔で負電極タブ部３４を延出形成する。そして、
正電極シート２１及び負電極シート３１を捲回して積層することにより、電極体１８にお
いて上縁部の左側には、複数の正電極タブ部２４がセパレータ１９を間に挟まない状態で
複数積層して層状構造（層状）をなす正極集電部２８が上方に向かって延出形成される。
また、電極体１８において上縁部の右側には、複数の負電極タブ部３４がセパレータ１９
を間に挟まない状態で複数積層して層状構造（層状）をなす負極集電部２９が形成される
。このような構成であっても、上記実施形態と同様に、正電極シート２１を形成する際に
正極活物質が無駄になってしまうことを抑制し、活物質の使用率を向上させることができ
る。そして、負電極シート３１において、正電極シート２１に形成した正極活物質層２６
（正極塗工領域２６ａ）と対応しない領域が生じることを抑制し、エネルギ密度を向上さ
せることができる。
【００５２】
　○　負電極シート３１における負極下縁部３５から負極上縁部３３までの長さＬ１ｂは
、正電極シート２１における正極下縁部２５から正極上縁部２３までの長さＬ１ａより小
さくてもよい。ただし、この場合であっても、負電極シート３１における負極下縁部３５
から負極上縁部３３までの長さＬ１ｂを、正電極シート２１における正極下縁部２５から
正極境界２６ｃまでの長さＬ２ａよりも大きく形成する。
【００５３】
　○　正電極タブ部２４は、正極金属箔２２の正極上縁部２３から延出形成された三角形
状に形成してもよい。負電極タブ部３４についても同様に変更できる。この場合、当該三
角形状をなす正電極タブ部２４、及び負電極タブ部３４の頂点が先端部となる。
【００５４】
　○　正電極タブ部２４及び負電極タブ部３４は、電極体１８における左右方向の縁部や
、下縁部から延出形成されていてもよい。
　○　正極金属薄板として正極金属箔２２とし、負極金属薄板として負極金属箔３２とし
たが、二次電池１０における電池容量（電気容量）の低下や電池作製時に影響しない程度
の厚みのある薄板であってもよい。
【００５５】
　○　電極体１８は、セパレータ１９を間に挟んだ状態で正電極シート２１及び負電極シ
ート３１を蛇腹状に折り曲げて積層してもよい。
　○　電極体１８を構成する正電極シート２１、及び負電極シート３１の数は適宜変更し
てもよい。例えば、正電極シート２１、及び負電極シート３１をそれぞれ１つ備えた電極
体１８としてもよい。
【００５６】
　○　ケース１１の形状は、円柱状や、左右方向に扁平な楕円柱状に形成してもよい。
　○　上記実施形態の二次電池１０を車両（例えば産業車両や乗用車両など）に搭載し、
車両に装備された発電機により充電する一方で、二次電池１０から供給する電力によりエ
アコン用のコンプレッサや、車輪を駆動するための電動モータ、或いはカーナビゲーショ
ンシステムなどの電装品を駆動してもよい。これによれば、二次電池１０として活物質の
使用率を向上させつつ、エネルギ密度を向上できるとともに、これに伴って１回の満充電
で利用可能な電力量を向上させたり、或いは二次電池１０を小型化したりできる。このた
め、車両としての充電サイクルを長くしたり、二次電池１０の設置部位に自由度を与えた
りすることができる。
【００５７】
　○　本発明は、電気二重層キャパシタとして具体化してもよい。即ち、本発明は充電及
び放電可能に形成された蓄電装置に適用することができる。
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【符号の説明】
【００５８】
　１０…二次電池（蓄電装置）、１１…ケース、１８…電極体、１９…セパレータ、１９
ａ…上縁部（縁部）、２１…正電極シート、２２…正極金属箔（正極金属薄板）、２３…
正極上縁部（正極第１縁部）、２４…正電極タブ部、２４ａ…先端部、２５…正極下縁部
（正極第２縁部）、２６ａ…正極塗工領域、２６ｂ…正極未塗工領域、２６ｃ…正極境界
、３１…負電極シート、３２…負極金属箔（負極金属薄板）、３３…負極上縁部（負極第
１縁部）、３４…負電極タブ部、３４ａ…先端部、３５…負極下縁部（負極第２縁部）、
３６ａ…負極塗工領域、３６ｂ…負極未塗工領域、３６ｃ…負極境界、４０…正極集電端
子（正極集電部材）、４１…負極集電端子（負極集電部材）。
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